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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
24
年
の
新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
年
頭
の
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
等
に
お
け
る
被
災
者
の
方
々
や
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
対
し
ま
し
て
、
改
め
て
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
「
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
」
の
実
現
に
向
け
、
森
林
法
の
改
正
、
新
た
な
「
森
林
・
林
業
基
本
計

画
」
の
策
定
な
ど
、
森
林
・
林
業
再
生
へ
の
改
革
が
具
体
的
に
動
き
始
め
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
中
で
、
国
有
林

に
つ
い
て
は
、
公
益
重
視
の
管
理
経
営
を
一
層
推
進
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
組
織
・
技
術
力
・
資
源
を
活
か
し
た
民
有

林
へ
の
支
援
を
通
じ
、
我
が
国
の
森
林･

林
業
の
再
生
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
が
使
命
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ

の
た
め
に
も
、
組
織
・
事
業
の
全
て
を
一
般
会
計
に
移
行
す
る
こ
と
と
し
て
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

新
た
な
年
を
迎
え
、
九
州
森
林
管
理
局
と
し
ま
し
て
は
、
こ
れ
ら
国
有
林
に
期
待
さ
れ
る
役
割
を
十
全
に
果
た
し
て

い
く
よ
う
、
生
物
多
様
性
の
保
全
な
ど
森
林
の
公
益
的
機
能
の
発
揮
を
重
視
し
た
管
理
経
営
を
一
層
推
進
す
る
と
と
も

に
、
技
術
の
普
及
や
人
材
育
成
を
は
じ
め
と
し
た
民
有
林
へ
の
支
援
を
積
極
的
に
実
施
し
、
「
九
州
か
ら
の
森
林
・
林

業
の
再
生
」
を
実
現
し
て
い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
林
業
の
低
コ
ス
ト
化
に
向
け
、
林
業
専
用
道
等
の

開
設
や
高
性
能
機
械
に
よ
る
列
状
間
伐
の
推
進
、
コ
ン
テ
ナ
苗
の
実
証
・
普
及
を
進
め
る
と
と
も
に
、
民
有
林
・
国
有

林
の
共
同
施
業
団
地
を
通
じ
た
民
有
林
の
集
約
化
、
技
術
の
普
及
や
、
民
・
国
共
同
出
荷
も
含
め
た
木
材
の
安
定
供
給

に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
国
有
林
を
活
用
し
た
研
修
等
で
の
人
材
育
成
や
国
有
林
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
に
よ
る
地
域
支

援
、
シ
力
被
害
対
策
を
含
め
た
生
物
多
様
性
や
森
林
生
態
系
の
保
全
、
新
燃
岳
対
策
等
の
治
山
事
業
や
災
害
復
旧
な
ど

の
安
全
で
安
心
な
国
土
づ
く
り
等
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

九
州
に
は
、
世
界
遺
産
屋
久
島
を
は
じ
め
豊
か
で
多
様
な
森
林
が
広
が
る
と
と
も
に
、
全
国
有
数
の
林
業
地
域
と
し

て
、
そ
の
資
源
は
成
熟
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
日
本
の
森
林
・
林
業
の
再
生
に
向
け
、
九
州
が
一
丸
と
な
っ
て
、
積
極

的
・
先
進
的
な
取
り
組
み
に
よ
り
全
国
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
責
任
も
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
九
州
森
林
管
理
局
と
し
ま
し
て
も
、
国
民
の
財
産
で
あ
る
豊
か
な
森
林
を
次
の
世
代
へ
確
実
に
継
承
す
る

と
と
も
に
、
再
生
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
一
歩
で
も
二
歩
で
も
更
に
進

め
て
い
け
る
よ
う
、
民
有
林
や
関
係
機
関
、
地
域
の
皆
様
と
も
一
層
連
携
・
協
働
し

つ
つ
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
上
で
重
要
な
の
が
職
員
の
皆
さ
ま
の
安
全
と
健
康
で
す
。
皆
さ
ま
が
楽
し
く

仕
事
が
で
き
る
環
境
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
良
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

九
州
か
ら
森
林
・
林
業
の
再
生
実
現
に
向
け
て

九
州
森
林
管
理
局
長

平
之
山

俊
作



森
林
共
同
施
業
団
地
と
は
、
国
有

林
に
隣
接
す
る
民
有
林
の
森
林
所
有

者
等
と
国
有
林
が
、
路
網
整
備
や
森

林
整
備
等
に
関
す
る
協
定
を
結
び
、

そ
れ
ぞ
れ
所
有
す
る
森
林
の
施
業
を

連
携
し
て
一
体
的
に
行
う
こ
と
を
目

的
に
設
定
す
る
森
林
の
ま
と
ま
り
で

す
。本

稿
で
は
、
森
林
共
同
施
業
団
地

を
設
定
す
る
背
景
、
現
在
の
動
向
な

ど
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

農
林
水
産
省
が
策
定
・
公
表
し
た

「
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
」
お
よ

び
こ
の
実
現
の
た

め
の
具
体
的
方
策

を
明
ら
か
に
し
た

「
森
林
・
林
業
の

再
生
に
向
け
た
改

革
の
姿
」
に
お
い

て
、
国
有
林
は
そ

の
組
織
・
技
術
力
・

資
源
を
活
用
し
、
我
が
国
の
森
林
・

林
業
の
再
生
に
貢
献
す
る
こ
と
が
強

く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
取
組
事
項
と
し
て
、
民

有
林
・
国
有
林
が
連
携
し
た
森
林
共

同
施
業
団
地
の
設
定
、
林
業
事
業
体

の
育
成
、
木
材
の
安
定
供
給
体
制
つ

く
り
、
国
有
林
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
活

用
し
た
人
材
の
育
成
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
森
林
共
同
施
業
団
地
の
設

定
に
つ
い
て
は
、
10
年
後
に
木
材
自

給
率
50
％
以
上
を
達
成
す
る
た
め
の

川
上
側
の
最
大
の
課
題
で
あ
る
「
森

林
施
業
の
集
約
化
」

を
促
進
す
る
た
め

の
国
有
林
の
直
接

的
な
貢
献
策
と
い

う
こ
と
で
取
り
組

み
を
強
く
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
平
成
23

年
７

月
に
閣
議
決
定
さ

れ
た
森
林
・
林
業

基
本
計
画
に
お
い

て
も
、
国
有
林
は

森
林
共
同
施
業
団

地
の
設
定
推
進
な

ど
を
通
じ
て
、
林

業
の
持
続
的
、
健

全
な
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
に
関
す

る
九
州
森
林
管
理
局
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、
「
民
有
林
・
国
有
林
連

携
の
森
林
共
同
施
業
団
地
の
設
定
」

を
本
年
度
の
重
点
取
組
事
項
と
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

地
域
林
業
の
大
き
な
課
題
は
、
民

有
林
の
零
細
な
所
有
構
造
か
ら
低
コ

ス
ト
化
の
前
提
と
な
る
施
業
の
集
約

化
（
団
地
化
）
が
な
か
な
か
進
ま
な

い
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
た
め
、
管
内

の
全
署
に
お
い
て
、
民
有
林
・
国
有

林
の
森
林
共
同
施
業
団
地
を
各
一
個
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国有林

民有林

は
じ
め
に

新
た
な
林
政
に
お
け
る

森
林
共
同
施
業
団
地
の

位
置
付
け

重
点
取
組
事
項
「
一
署

一
協
定
」

（上）システム販売の採材研修会＝内之浦地域・大隅署

（下）神崎市有林の森林作業道＝神埼市背振地域・佐賀署

（上）島外へ出荷＝屋久島地域・屋久島署

（下）ハーベスターによる造材＝日南市富土地域
・宮崎南部署



所
以
上
設
定
し
、
路
網
の
効
率
的
な

配
置
、
高
性
能
林
業
機
械
に
よ
る
木

材
生
産
の
た
め
の
低
コ
ス
ト
作
業
シ

ス
テ
ム
の
構
築
、
国
有
林
材
の
シ
ス

テ
ム
販
売
と
の
協
調
出
荷
に
よ
る
有

利
販
売
な
ど
を
推
進
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、

低
コ
ス
ト
林
業
の
技
術
等
が
近
隣
地

域
に
普
及
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
設
定
し
た
７
署
、
９

団
地
に
つ
い
て
は
、
次
の
一
覧
表
お

よ
び
位
置
図
の
と
お
り
で
す
。

協
定
内
容
は
、
間
伐
、
路
網
整
備

の
一
体
的
実
施
な
ど
で
す
が
、
一
部

の
団
地
で
は
、
す
で
に
お
互
い
の
林

業
専
用
道
の
連
結
や
安
定
供
給
シ
ス

テ
ム
販
売
に
よ
る
協
調
出
荷
な
ど
を

実
施
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

な
お
、
森
林
整
備
推
進
協
定
を
締
結

す
る
と
、
次
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が

生
じ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

（
下
表
参
照
）

森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
が
23
年

度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
こ
と
、

今
後
、
国
有
林
の
一
般
会
計
化
に
つ

い
て
具
体
的
な
検
討
が
進
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、
大
規
模

な
森
林
所
有
者
と
の
間
で
設
定
さ
れ

た
既
設
の
団
地
に
つ
い
て
は
、
取
り

組
み
内
容
の
充
実
を
図
る
こ
と
に
加

え
、
「
森
林
経
営
計
画
」
レ
ベ
ル
の

規
模
（
百
㌶
～
数
百
㌶
）
の
森
林
共

同
施
業
団
地
の
設

定
や
複
数
の
小
規

模
森
林
所
有
者
の

森
林
経
営
を
受
託
し
た
相
手
先
と
の

森
林
共
同
施
業
団
地
の
設
定
に
も
取

り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た

め
に
は
、
民
有
林
行
政
に
携
わ
る
各

自
治
体
お
よ
び
団
体
・
個
人
と
連
携

を
よ
り
一
層
図
り
な
が
ら
、
そ
の
情

報
、
組
織
力
等
を
活
用
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

（
文
責

計
画
課

計
画
部
付

一
本
譲
）
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今
後
の
森
林
共
同
施
業

団
地
の
取
組
の
方
向
に

つ
い
て

森
林
整
備
推
進
協
定
の

締
結
状
況



平
成
21
年
12
月
農
林
水
産
省
は
、

今
後
10
年
間
を
目
途
に
、
森
林
の
有

す
る
多
面
的
機
能
の
持
続
的
発
揮
を

確
保
す
る
た
め
、
施
業
の
集
約
化
、

路
網
整
備
の
加
速
化
お
よ
び
必
要
な

人
材
育
成
を
軸
と
し
て
、
効
率
的
か

つ
安
定
的
な
森
林
経
営
の
基
盤
作
り

を
進
め
る
と
と
も
に
、
木
材
の
安
定

供
給
と
利
用
に
必
要
な
体
制
を
構
築

し
、
我
が
国
の
森
林
・
林
業
を
早
急

に
再
生
し
て
い
く

た
め
の
指
針
と
し

て
「
森
林
・
林
業

再
生
プ
ラ
ン
」
を

作
成
・
公
表
し
ま

し
た
。

森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
が
目
指

す
「
木
材
自
給
率
50
％
」
に
向
け
、

利
用
期
を
向
か
え
た
人
工
林
資
源
を

活
用
し
、
持
続
的
な
森
林
経
営
を
行
っ

て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
に
お
け
る

森
づ
く
り
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
な

る
市
町
村
森
林
整
備
計
画
の
策
定
等

に
当
た
っ
て
技
術
的
に
市
町
村
等
を

支
援
す
る
人
材
が
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
林
野
庁
で
は
平
成
23

年
度
か
ら
国
、
都

道
府
県
の
職
員
等

を
対
象
に
、
市
町

村
へ
の
支
援
等
を

行
う
人
材
を
育
成

す
る
「
准
フ
ォ
レ

ス
タ
ー
研
修
」
、

ま
た
、
同
プ
ラ
ン

の
実
現
に
向
け
た

路
網
整
備
の
加
速

化
を
進
め
る
た
め
、

新
た
に
規
定
さ
れ

た
林
業
専
用
道
に

つ
い
て
、
国
、
都

道
府
県
職
員
等
の

一
般
の
土
木
技
術
・

技
能
を
有
す
る
者

を
対
象
に
、
「
林

業
専
用
道
技
術
者
研
修
」
を
実
施
し
、

人
材
の
育
成
を
進
め
て
い
ま
す
。

国
有
林
で
は
、
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー

等
の
研
修
に
お
い
て
、
研
修
の
企
画
・

運
営
、
研
修
フ
ィ
ー
ル
ド
や
技
術
の

提
供
、
講
師
の
派
遣
等
を
通
じ
て
、

研
修
の
円
滑
な
実
施
に
貢
献
し
て
い

ま
す
。

九
州
森
林
管
理
局
に
お
け
る
准
フ
ォ

レ
ス
タ
ー
研
修
は
、
７
月
か
ら
11
月

に
か
け
て
、
熊
本
南
部
森
林
管
理
署

管
内
等
に
お
い
て
、
国
有
林
職
員
11

人
、
県
職
員
81
人
、
合
計
92
人
が
３

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
延
べ
２
週
間

実
施
し
ま
し
た
。

研
修
は
、
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
が
現

場
で
活
動
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と

と
し
て
、
①
森
林
施
業
の
集
約
化
、

路
網
と
作
業
シ
ス
テ
ム
な
ど
に
つ
い

て
の
基
本
的
な
考
え
方
②
地
域
の
森

づ
く
り
に
つ
い
て
現
場
で
合
意
形
成

を
図
り
市
町
村
森
林
整
備
計
画
の
策

定
支
援
・
実
行
し
て
い
く
た
め
の
基

本
的
な
知
識
③
そ
し
て
何
よ
り
地
域

の
森
林
・
林
業
を
再
生
さ
せ
よ
う
と

す
る
心
構
え
を
し
っ
か
り
と
身
に
つ

け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
講
師
か
ら
知
識
や
情
報
を
一

方
的
に
伝
達
す
る
と
い
っ
た
研
修
で

は
な
く
、
研
修
生
同
士
あ
る
い
は
講

師
と
の
議
論
を
通
じ
な
が
ら
、
自
分

な
り
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
け
る

准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
の
活
動
の
姿
を
考

え
、
イ
メ
ー
ジ
を
つ
か
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
市
町
村
森
林
整
備
計
画

- 4 -

は
じ
め
に

（上）開講式であいさつをする沖九州森林管理局長
（下）熱心に受講する研修に参加したみなさん

（上）各班でグループ討議を行う受講生
（下）現地研修で踏査を行う受講生

准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
の

研
修



作
成
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
森
林
施

業
に
つ
い
て
の
現
地
で
の
議
論
な
ど

対
話
型
の
内
容
を
主
体
と
し
て
実
施

し
ま
し
た
。

研
修
の
受
講
者
に
は
、
今
後
、
森

林
づ
く
り
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
な

る
市
町
村
森
林
整
備
計
画
の
策
定
や

森
林
経
営
計
画
の
認
定
等
に
お
い
て
、

市
町
村
行
政
の
支
援
や
地
域
の
森
林
・

林
業
関
係
者
を
指
導
す
る
立
場
と
し

て
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

林
業
専
用
道
技
術
者
研
修
の
実
施

九
州
森
林
管
理
局
に
お
け
る
林
業

専
用
道
技
術
者
研
修
は
、
10
月
か
ら

12
月
に
か
け
て
、
熊
本
市
内
に
お
い

て
、
国
有
林
職
員
27
人
、
県
職
員
48

人
、
市
町
村
職
員
20
人
、
森
林
組
合

職
員
１
人
、
測
量
・
設
計
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
職
員
21
人
、
建
設
事
業
体
職

員
13
人
の
合
計
１
３
０
人
の
職
員
が

４
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
２
泊
３
日
で

実
施
し
ま
し
た
。

現
地
実
習
は
、
熊
本
南
部
森
林
管

理
署
管
内
に
お
い
て
、
新
た
な
林
業

専
用
道
作
設
指
針
に
基
づ
き
現
在
開

設
中
の
路
線
と
既
設
の
国
有
林
作
業

道
を
活
用
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

研
修
は
、
地
形
や
地
質
、
施
業
と

作
業
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
森
林
作
業
道

の
配
置
な
ど
を
踏
ま
え
た
林
業
専
用

道
の
適
正
な
線
形
の
選
択
や
適
切
な

施
工
管
理
の
知
識
の
習
得
、
そ
れ
ぞ

れ
の
現
場
に
適
し
た
施
工
技
術
の
選

択
と
現
場
で
の
応
用
能
力
の
向
上
を

目
的
と
し
て
お
り
、
路
網
整
備
の
考

え
方
、
林
業
専
用
道
作
設
指
針
の
内

容
を
中
心
と
し
た
講
義
を
実
施
し
ま

し
た
。

現
地
実
習
に
お

い
て
は
、
既
設
の

作
業
道
を
踏
査
し

林
業
専
用
道
と
し

て
設
計
す
る
場
合

に
見
直
す
べ
き
事

項
つ
い
て
、
ま
た
、

開
設
中
の
林
業
専

用
道
で
は
、
新
た

な
林
業
専
用
道
作

設
指
針
に
基
づ
く

設
計
等
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
意
見
交

換
を
行
い
、
林
業

専
用
道
の
設
計
上

の
ポ
イ
ン
ト
を
整

理
す
る
と
も
に
、

新
た
な
林
業
専
用

道
の
イ
メ
ー
ジ
を

共
有
し
ま
し
た
。

研
修
の
受
講
者
に
は
、
林
業
専
用

道
作
設
指
針
等
に
基
づ
く
こ
れ
か
ら

の
路
網
整
備
の
趣
旨
を
理
解
す
る
と

と
も
に
、
実
践
を
積
み
重
ね
、
森
林

の
施
業
に
使
い
や
す
い
丈
夫
で
簡
易

な
林
業
専
用
道
が
各
地
域
で
開
設
さ

れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
研
修
、
林
業
専

用
道
技
術
者
研
修
と
も
に
、
今
年
度

よ
り
始
ま
っ
た
新
し
い
取
り
組
み
で

あ
り
、
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
を

実
践
し
て
い
く
た
め
に
は
欠
く
こ
と

の
出
来
な
い
人
材
で
す
。
今
後
、
今

回
の
研
修
に
お
け
る
課
題
・
問
題
点

な
ど
を
改
善
し
て
い
き
、
よ
り
実
行

あ
る
研
修
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
文
責

指
導
普
及
課

課
長
補
佐

下
崎
哲
也
）
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（上）「林業専用道技術者研修」であいさつをする柳田森林整備部長
（下）各班のグループ討議結果を発表する代表

林
業
専
用
道
技
術
者

研
修
の
実
施

（上）現地で既設専用道の研修を受ける受講生

（下）現地で適正な線形の踏査を行う受講生

各班で真剣に討議する受講生のみなさん

お
わ
り
に



九
州
・
沖
縄
の
国
有
林
は
、
原
生

的
な
天
然
林
か
ら
人
工
林
、
高
山
帯

な
ど
様
々
な
タ
イ
プ
の
生
態
系
、
生

物
が
生
息
・
生
育
し
て
い
る
森
林
を

多
く
有
し
、
我
が
国
の
生
物
多
様
性

の
保
全
を
図
る
上
で
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

九
州
森
林
管
理
局
で
は
、
森
林
の

生
態
系
や
遺
伝
資
源
の
適
切
な
保
護
・

保
全
に
努
め
る
と
と
も
に
、
森
林
生

態
系
へ
の
大
き
な
脅
威
と
な
っ
て
い

る
シ
カ
の
被
害
対
策
、
希
少
な
動
植

物
の
生
息
地
の
保
護
管
理
等
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
生
息
数
・
生
息
区

域
が
著
し
く
増
加
・
拡
大
し
た
こ
と

に
よ
り
、
深
刻
な
農
林
業
被
害
の
発

生
に
加
え
、
多
く
の
植
物
が
食
害
に

よ
り
減
少
・
消
失
す
る
と
と
も
に
、

こ
れ
ら
の
植
物
を
餌
や
住
み
家
と
す

る
昆
虫
や
動
物
が
生
息
で
き
な
く
な

る
な
ど
森
林
の
生
物
多
様
性
は
大
き

く
劣
化
・
消
失
し
て
い
ま
す
。

九
州
森
林
管
理
局
で
は
、
関
係
機

関
と
も
連
携
を

図
り
つ
つ
、
根

本
的
な
対
応
策

で
あ
る
シ
カ
の

個
体
数
調
整
方

策
も
含
ん
だ
総
合
的
な
シ
カ
の
被
害

対
策
の
構
築
に
向
け
た
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
シ
カ
被
害
の
総
合
的
対
応

策
の
検
討
を
進
め
る
た
め
、
シ
カ
被

害
の
著
し
い
地
域
に
お
い
て
、
こ
れ

ま
で
の
被
害
情
報
・
生
息
状
況
等
を

踏
ま
え
、
よ
り
詳
細
な
シ
カ
の
生
息
・

分
布
の
把
握
、
個
体
数
調
整
方
策
の

検
討
、
早
急
に
保
全
す
べ
き
生
育
地

の
保
全
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

次
に
、
シ
カ
の
効
果
的
・
効
率
的

な
捕
獲
技
術
の
開
発
と
し
て
森
林
技

術
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
ニ
ホ
ン
ジ

カ
の
効
果
的
・
効
率
的
捕
獲
手
法
等

の
開
発
・
実
証
」
を
実
施
し
て
お
り
、

シ
カ
の
生
息
状
況
や
行
動
パ
タ
ー
ン

等
を
把
握
し
つ
つ
、
く
く
り
罠
、
箱

罠
、
捕
獲
柵
、
誘
導
柵
等
を
用
い
た

捕
獲
方
法
の
開
発
・
実
証
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

次
に
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
職

員
等
に
よ
る
年
間
を
通
し
て
の
シ
カ

の
捕
獲
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
今
年
１
月
に
予
定
し
て
い
る
、

第
２
回
シ
カ
捕
獲
業
務
検
討
会
（
Ｃ

Ｏ
Ｐ
２
）
等
を
通
じ
た
捕
獲
技
術
の

向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
増
え
す
ぎ
た
シ
カ
に
よ
る

影
響
や
危
機
的
状
況
等
に
つ
い
て
、

情
報
交
換
・
共
有
化
を
進
め
る
た
め

「
森
林
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
２

月
に
佐
伯
市
に
て
開
催
す
る
予
定
で

あ
り
、
地
域
と
連
携
し
た
積
極
的
な

対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

生
物
多
様
性
保
全
の
観
点
か
ら
、

絶
滅
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
野
生
動
物

の
保
護
管
理
の
た
め
、
「
絶
滅
の
お

そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
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は
じ
め
に

（上）シカ防護ネット内で回復した植生
（中）エゴノキの樹皮を採食するシカ
（下）シカの剥離被害を受けた樹木

箱ワナで捕獲されたシカツシマヤマネコ

縄文杉

シ
カ
の
被
害
対
策

希
少
な
野
生
動
物
の

保
護
管
理



存
に
関
す
る
法
律
」
で
指
定
さ
れ
て

い
る
国
内
希
少
野
生
生
物
の
う
ち
、

11
種
に
つ
い
て
保
護
管
理
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

保
護
管
理
事
業
の
取
り
組
み
は
、

①
職
員
、
自
然
保
護
管
理
員
に
よ
る

個
体
の
保
護
・
保
全
に
係
る
巡
視
②

生
息
状
況
・
生
息
環
境
の
調
査
③
保

護
管
理
対
策
の
検
討
④
生
息
・
採
餌

環
境
の
保
全
や
整
備
⑤
観
察
会
等
の

実
施
を
通
じ
た
希
少
種
の
保
護
管
理

に
関
す
る
普
及
啓
発
等
を
５
つ
の
森

林
管
理
署
で
行
っ
て
お
り
、
対
象
種

毎
に
、
長
崎
森
林
管
理
署
に
お
い
て

「
ツ
シ
マ
ヤ
マ
ネ
コ
」
、
熊
本
森
林

管
理
署
と
熊
本
南
部
森
林
管
理
署
に

お
い
て
「
ゴ
イ
シ
ツ
バ
メ
シ
ジ
ミ
」
、

鹿
児
島
森
林
管
理
署
に
お
い
て
「
オ

オ
ト
ラ
ツ
グ
ミ
、
オ
ー
ス
ト
ン
オ
オ

ア
カ
ゲ
ラ
、
ア
マ
ミ
ヤ
マ
シ
ギ
、
ア

マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ

サ
ギ
」
、
沖
縄

森
林
管
理
署
に

お
い
て
「
ノ
グ

チ
ゲ
ラ
、
ヤ
ン

バ
ル
ク
イ
ナ
、

ヤ
ン
バ
ル
テ
ナ

ガ
コ
ガ
ネ
、
イ

リ
オ
モ
テ
ヤ
マ

ネ
コ
、
カ
ン
ム

リ
ワ
シ
」
の
種

に
対
し
て
保
護

管
理
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

国
有
林
で
は
、
原
生
的
な
天
然
林
、

貴
重
な
動
植
物
が
生
息
し
て
い
る
森

林
を
「
保
護
林
」
と
し
て
設
定
し
、

保
護
管
理
を
行
っ
て
お
り
、
九
州
森

林
管
理
局
で
は
九
州
・
沖
縄
各
県
合

わ
せ
て
95
カ
所
、
５
４
５
２
０
㌶
の

保
護
林
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

主
な
保
護
林
と
し
て
は
、
約
１
５

０
０
０
㌶
に
及
ぶ
「
屋
久
島
森
林
生

態
系
保
護
地
域
」
に
は
、
亜
熱
帯
か

ら
亜
高
山
帯
ま
で
の
植
生
が
見
ら
れ
、

日
本
を
代
表
す
る
樹
齢
数
千
年
の
ヤ

ク
ス
ギ
林
が
生
育
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
「
西
表
島
森
林
生
態
系
保
護
地

域
」
に
は
、
日
本
最
大
規
模
の
マ
ン

グ
ロ
ー
ブ
林
や
、
ス
ダ
ジ
イ
、
タ
ブ

ノ
キ
、
オ
キ
ナ
ワ
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ
等

か
ら
な
る
原
生
的
な
亜
熱
帯
林
等
が

群
生
し
、
イ
リ
オ
モ
テ
ヤ
マ
ネ
コ
を

は
じ
め
多
く
の
固
有
種
や
希
少
種
が

生
息
・
生
育
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
野
生
動
植
物
の
生
息
・
生

育
地
を
結
ぶ
移
動
経
路
を
確
保
す
る

た
め
、
保
護
林
と
保
護
林
の
間
を
結

ぶ
「
緑
の
回
廊
」
を
次
の
２
カ
所
で

設
定
し
て
い
ま
す
。

大
隅
半
島
緑
の
回
廊
は
、
鹿
児
島

県
大
隅
半
島
の
３
つ
の
保
護
林
を
結

ぶ
、
幅
約
５
０
０
㍍
、
長
さ
約
22
キ

ロ
の
森
林
で
、
タ
ブ
ノ
キ
、
イ
ス
ノ

キ
、
ア
カ
ガ
シ
な
ど
の
自
然
植
生
も

見
ら
れ
、
植
物
相
も
豊
か
な
場
所
に

な
っ
て
い
ま
す
。

綾
川
上
流
緑
の
回
廊
は
、
宮
崎
県

綾
町
に
広
が
る
日
本
最
大
規
模
の
照

葉
樹
林
に
お
い
て
、
３
つ
の
保
護
林

を
結
ん
で
お
り
、
河
川
部
お
よ
び
稜

線
部
に
沿
っ
て
幅
約
５
キ
ロ
、
面
積

約
２
２
７
０
㌶
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、

ブ
ナ
科
、
ク
ス
ノ
キ
科
を
主
体
に
様
々

な
自
然
植
生
が
見
ら
れ
、
生
物
相
も

豊
か
な
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

九
州
森
林
管
理
局
で
は
、
全
て
の

保
護
林
お
よ
び
緑
の
回
廊
を
対
象
に
、

林
分
状
況
等
を
客
観
的
に
把
握
し
、

状
況
に
応
じ
た
順
応
的
管
理
等
を
行

う
た
め
、
定
期
的
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

調
査
を
行
い
、
調
査
に
よ
っ
て
得
ら

れ
た
結
果
を
、
植
生
の
保
全
・
管
理

や
区
域
の
見
直
し
等
に
活
用
し
て
い

ま
す
。

九
州
森
林
管
理
局
で
は
、
こ
の
他

に
も
森
林
・
林
業
に
関
す
る
各
種
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、

生
物
多
様
性
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作

成
・
配
付
を
行
う
な
ど
、
普
及
啓
発

活
動
も
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
、
今

後
も
地
域
や
関
係
機
関
と
も
連
携
を

図
り
な
が
ら
生
物
多
様
性
の
保
全
に

向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

（
文
責

指
導
普
及
課

課
長
補
佐

下
崎
哲
也
）
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（上）西表島森林生態系保護地域内林相
（中）西表島森林生態系保護地域内マングローブ
（下）ゴイシツバメシジミ

保
護
林
設
定
に
よ
る

生
物
多
様
性

イリオモテヤマネコ

カンムリワシ

お
わ
り
に



国
有
林
に
お
け
る
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
森
（
以
下
、
「
レ
ク
森
」

と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
昭
和
48

年
の
制
度
創
設
以
来
、
優
れ
た
景
観

や
豊
か
な
自
然
環
境
を
有
し
、
森
林

浴
や
自
然
観
察
、
野
外
ス
ポ
ー
ツ
等

に
適
し
た
森
林
を
多
く
の
人
が
自
然

に
親
し
み
、
森
と
ふ
れ
あ
え
る
よ
う

国
民
の
保
健
休
養
の
場
と
し
て
提
供

し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
設
定
か
ら
期
間

が
経
過
し
施
設
な
ど
の
老
朽
化
が
進

む
と
と
も
に
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
も

時
代
と
と
も
に
変
化
し
て
き
た
こ
と

か
ら
、
平
成
17
年
度
か
ら
22
年
度
に

か
け
て
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
対
策
を
実
施

し
、
九
州
森
林
管

理
局
管
内
の
レ
ク

森
を
45

箇
所
（
１

４
９
４
７
㌶
）
に

重
点
化
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
昨
年
は
国
連
が
定
め
る

「
国
際
森
林
年
」
で
あ
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
「
森
を
歩
く
」
を
テ
ー
マ
と

し
て
、
各
種
の
媒
体
を
通
じ
た
分
か

り
や
す
く
、
か
つ
効
果
的
な
情
報
提

供
を
推
進
し
、
レ
ク
森
に
お
け
る
情

報
発
信
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

レ
ク
森
に
つ
い

て
は
、
国
有
林
野

を
開
か
れ
た
国
民

の
森
林
と
し
て
、

健
康
づ
く
り
、
体

力
づ
く
り
、
癒
し
、

体
験･

学
習
の
場

な
ど
利
用
で
き
る

空
間
と
し
て
整
備

･
提
供
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、

こ
れ
に
関
す
る
情

報
の
提
供
を
行
う

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
、

新
た
に
重
点
化
し

た
45
個
所
の
レ
ク

森
に
つ
い
て
、
ネ
ッ

ト
ユ
ー
ザ
ー
の
視
点
に
立
っ
た
分
か

り
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
に

取
り
組
み
、
レ
ク
森
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

昨
年
は
、
「
国
際
森
林
年
」
で

「
森
を
歩
く
」
が
テ
ー
マ
と
な
っ
て

お
り
、
森
林
や
木
が
も
た
ら
し
て
く

れ
る
様
々
な
効
果
（
魅
力
）
に
関
す

る
情
報
を
盛
り
込
み
つ
つ
、
管
内
の

45
箇
所
の
レ
ク
森
が

魅
力
あ
る
森
林
と
し

て
利
用
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
冊
子
「
森

林
の
魅
力
」
を
作
成

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
回
、
作
成
し
た
冊

子
は
、
①
森
林
や
木

が
も
た
ら
し
て
く
れ

る
様
々
な
効
果
（
魅

力
）
、
ス
ト
レ
ス
の

減
少
、
が
ん
に
対
す

る
抵
抗
力
の
向
上
、

血
圧
の
低
下
な
ど
の

癒
し
や
健
康
へ
の
効

果
、
木
の
も
た
ら
す

子
供
達
の
健
康
な
ど

へ
の
効
果
②
重
点
化

し
た
45
個
所
の
レ
ク

森
の
紹
介
③
九
州
地

域
に
お
け
る
森
林
の
多
様
性
④
森
林

と
そ
こ
に
生
息
す
る
生
物
な
ど
に
つ

い
て
、
読
む
人
に
分
か
り
や
す
く
か

つ
効
果
的
に
情
報
提
供
で
き
る
よ
う

な
観
点
で
作
成
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
は
、
作
成
し
た
冊
子
を
活
用

し
て
九
州
森
林
管
理
局
管
内
に
お
け

る
森
林
の
魅
力
、
レ
ク
森
の
効
果
的

な
Ｐ
Ｒ
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
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は
じ
め
に

（上）くじゅう山風景林

（下）猪八重の滝風景林

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
リ
ニ
ュ

ア
ル

西野浦森林スポーツ林

国
際
森
林
年
に
お
け

る
「
森
を
歩
く
」
を

テ
ー
マ
と
す
る
冊
子

に
よ
る
情
報
の
発
信

九
州
森
林
・
林
業
セ

ミ
ナ
ー
に
お
け
る
情

報
発
信



九
州
森
林
管
理
局
に
お
い
て
は
、

森
林
の
持
つ
多
目
的
機
能
や
林
業
、

木
材
利
用
な
ど
に
お
け
る
先
導
的
な

取
り
組
み
な
ど
に
関
す
る
情
報
や
知

識
を
共
有
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
森

林･

林
業
な
ど
に
関
す
る
理
解
の
増

進
と
こ
れ
ら
先
導
的
取
組
、
技
術
の

普
及
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
「
九
州
森
林
・
林
業
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
て
お
り
、
今
回
は
、
国
有

林
野
管
理
課
が
担
当
し
12
月
９
日
に

開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
森
林
・
林
業
セ
ミ
ナ
ー
に

つ
い
て
は
、
国
際
森
林
年
の
テ
ー
マ

で
あ
る
「
森
を
歩
く
」
を
踏
ま
え
、

森
林
が
も
た
ら
し
て
く
れ
る
癒
し
や

健
康
へ
の
効
果
な
ど
の
森
林
の
魅
力

や
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
環

境
や
人
に
優
し
い
木
材
が
も
た
ら
し

て
く
れ
る
木
の
魅
力
に
つ
い
て
講
演

を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
に
つ
い
て
は
、
東
京
農
工
大

学
の
土
屋
俊
幸
教
授
よ
り
「
森
林
の

魅
力
」
と
題
し
て
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー

と
森
林
浴
、
森
林
に
対
す
る
認
識
や

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
管
理
の
考
え
方
、

Ｒ
Ｏ
Ｓ
（
レ
ク
体
験
を
提
供
す
る
ゾ
ー

ニ
ン
グ
区
分
）
や
関
東
森
林
管
理
局

管
内
で
行
わ
れ
て
い
る
「
赤
谷
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
組
な
ど
の
紹
介
を

含
め
、
森
林
の
魅
力
に
つ
い
て
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
埼
玉
大
学
の
浅
田
茂
裕
教

授
よ
り
「
木
の
魅
力
」
と
題
し
て
、

木
材
利
用
と
消
費
者
動
向
に
関
す
る

調
査
結
果
お
よ
び
分
析
、
木
育
活
動

の
役
割
の
重
要
性
な
ど
に
つ
い
て
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
林
業
関
係
者
や
一
般
参

加
者
な
ど
約
１
５
０
人
の
参
加
が
あ

り
、
参
加
さ
れ
た
方
々
は
森
林
や
木

材
の
魅
力
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
い
た
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
九
州
森
林
管
理
局
に
お
い

て
は
、
魅
力
あ
る
森
林
の
癒
し
効
果

や
優
れ
た
景
観
等
を
併
せ
持
つ
レ
ク

森
の
一
層
の
充
実
に
向
け
て
、
利
用

者
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
「
質
的
向
上
」

に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
域
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
重
点
化
し
た
45

個
所
の
レ
ク
森
を
中
心
と
し
た
国
民

の
森
林
と
し
て
の
情
報
発
信
の
推
進

に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
文
責

国
有
林
野
管
理
課

課
長
補
佐

廣
田
忠
善
）
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（上）あいさつする平之山局長

（下）熱心に聴講する参加者

講演後の質疑応答

お
わ
り
に

冊子「森林の魅力」 レク森の紹介


